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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ◯前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

・握力・長座体前屈・反復横跳び 

・20ｍシャトルラン・50ｍ走・立ち幅跳び 

・ソフトボール投げ 

◯前回の記録より下回った種目 

・上体起こし 

 

 

・男子の総合評価は前年度を上回った。女子の総合評

価も前年度を上回った。 

・男子は柔軟性にやや課題が見られ、女子は敏捷性、

疾走能力に課題が見られた。 

 ◯前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

・握力・20ｍシャトルラン 

 

 

◯前回の記録より下回った種目 

・上体起こし・反復横跳び・長座体前屈・立ち幅跳び 

・ソフトボール投げ・50ｍ走 

 

・体育の授業で、「できるようになったとき、記録があ

がったとき」が楽しいと感じている。また、友達と交

流したり、協力できたりしたときにも楽しいと感じて

いる。このことから、他者とのかかわりの中で自分の

能力を伸ばしていくことが効果的であったと考える。 

 「運動やスポーツをすることが好き」「体育

の授業は楽しい」と回答する子の割合 

R6 男子 80.5% 女子 59.3% 

R7 男子 79.3% 女子 40.9% 

体育の授業を除く、１週間の総運動時間が 60 分未

満の「ほとんど運動しない子ども」の割合 

R6 男   4.5% 女子 25.9% 

R7 男子 13.8% 女子 33.4% 

・意識や運動習慣は前年度を下回った。 

・主体的に運動に取り組む楽しさや仲間とのかか

わりの中で楽しさを実感させていくことが、自

ら運動を楽しんで続けていくことにつながる。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

  ・インストラクターの方にスキー学習の指導を依頼する。 

  ・中学校との連携を生かし、体育的行事の共同的な活動を行う。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

① 子どもが主体的に活動に取り

組めるように、自分たちで立

てた目標にむかって活動を進

めることができる手立てを授

業の中で構築させていく。 

② 授業の中で「できるようにな

った喜び」を繰り返し経験さ

せたり、いろいろな運動に取

り組ませるたりすることで、

運動に対する意欲を持続させ

ていく。 

③ ICTを活用し、技能を向上さ

せる手立てとしていく。 

④ 授業の中での友達とのかかわ

りから、自分の運動能力をよ

り伸ばすことをめざす。 

① 食に関する知識と食を選択する力を習

得し、健全な食生活を実践する意欲を

高める取組を行う。栄養教諭による授

業や家庭科の学習を通して学びを深

め、家庭との連携も取り入れながら日

常生活における「食」に対する意識を

醸成できるようにしていく。 

② 体の発育や性についての知識や理解を

高め、「人間尊重の教育」の充実を図

る。養護教諭による授業や体育科の保

健に関する学習を通して、健康に生活

していくための具体的な取組を学び、

家庭も含め日常生活に生かすことがで

きるようにしていく。 

① 令和 6年度から行なわれている「ロ

ープジャンプ大会」を令和 7年度に

も行った。9月と 3月の 2 回行うこ

とで、跳ぶ回数を増やしたいという

意欲をもたせながら、積極的に推進

していく。そうすることで、児童自

身が主体的に運動に取り組む機会と

する。 

 

 

② 休み時間等はボールなどを使った外

遊びを積極的に推奨し、体を動かし

て遊ぶ楽しさを伝えていく。 

   


